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新
潟
県
は
今
年
、
新
潟
地

新
潟
県
は
今
年
、
新
潟
地

震
か
ら

震
か
ら
6060
年
、
新
潟
焼
山
火

年
、
新
潟
焼
山
火

山
災
害
か
ら

山
災
害
か
ら
5050
年
、
新
潟
・

年
、
新
潟
・

福
島
豪
雨
（
７
・

福
島
豪
雨
（
７
・
1313
水
害
）

水
害
）

お
よ
び
中
越
地
震
か
ら

お
よ
び
中
越
地
震
か
ら
2020
年年

と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
て

と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
て

い
る
。
こ
の

い
る
。
こ
の
2020
年
間
を
振
り

年
間
を
振
り

返
っ
て
も
、
中
越
沖
地
震
、

返
っ
て
も
、
中
越
沖
地
震
、

２
０
１
１
年
お
よ
び

２
０
１
１
年
お
よ
び
2222
年
の
年
の

豪
雨
な
ど
数
多
く
の
大
規
模

豪
雨
な
ど
数
多
く
の
大
規
模

な
自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ
て

な
自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ
て

き
た
。
そ
し
て
１
月
１
日
に

き
た
。
そ
し
て
１
月
１
日
に

発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
で

発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
で

は
、
県
内
で
も
新
潟
市
を
中

は
、
県
内
で
も
新
潟
市
を
中

心
に
甚
大
な
被
害
が
生
じ
た

心
に
甚
大
な
被
害
が
生
じ
た

こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。

こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。

と
り
わ
け
近
年
は
、
気
候

と
り
わ
け
近
年
は
、
気
候

変
動
の
影
響
も
あ
っ
て
災
害

変
動
の
影
響
も
あ
っ
て
災
害

が
激
甚
化
・
頻
発
化
し
て
お

が
激
甚
化
・
頻
発
化
し
て
お

り
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
の

り
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
の

よ
う
な
災
害
が
発
生
す
る
の

よ
う
な
災
害
が
発
生
す
る
の

か
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が

か
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が

続
く
。
災
害
に
屈
し
な
い
国

続
く
。
災
害
に
屈
し
な
い
国

土
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の

土
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の

国
土
強
靱
化
の
重
要
性
が
叫

国
土
強
靱
化
の
重
要
性
が
叫

ば
れ
、
現
在
は
「
防
災
・
減

ば
れ
、
現
在
は
「
防
災
・
減

災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の

災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の

５
か
年
加
速
化
対
策
」
が
全

５
か
年
加
速
化
対
策
」
が
全

国
で
進
め
ら
れ
て
お
り
、
対

国
で
進
め
ら
れ
て
お
り
、
対

策
を
行
っ
た
結
果
、
防
災
・

策
を
行
っ
た
結
果
、
防
災
・

減
災
に
つ
な
が
っ
た
事
例
も

減
災
に
つ
な
が
っ
た
事
例
も

出
て
き
て
い
る
。た
だ
し「
５

出
て
き
て
い
る
。た
だ
し「
５

か
年
加
速
化
対
策
」
で
重
点

か
年
加
速
化
対
策
」
で
重
点

的
・
集
中
的
に
対
策
を
講
じ

的
・
集
中
的
に
対
策
を
講
じ

る
必
要
が
あ
る
箇
所
以
外
に

る
必
要
が
あ
る
箇
所
以
外
に

も
、
対
策
が
必
要
な
箇
所
は

も
、
対
策
が
必
要
な
箇
所
は

無
数
に
あ
る
。

無
数
に
あ
る
。

国
は
国
民
の
生
命
と
財
産

国
は
国
民
の
生
命
と
財
産

を
守
る
防
災
イ
ン
フ
ラ
の
整

を
守
る
防
災
イ
ン
フ
ラ
の
整

備
・
管
理
の
た
め
、
将
来
の

備
・
管
理
の
た
め
、
将
来
の

気
候
変
動
の
影
響
を
踏
ま
え

気
候
変
動
の
影
響
を
踏
ま
え

た
流
域
治
水
の
加
速
化
・
深

た
流
域
治
水
の
加
速
化
・
深

化
、
イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
対

化
、
イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
対

策
・
耐
震
化
の
加
速
化
、
盛

策
・
耐
震
化
の
加
速
化
、
盛

土
の
安
全
対
策
、
森
林
整

土
の
安
全
対
策
、
森
林
整

備
・
治
山
対
策
、
交
通
・
通

備
・
治
山
対
策
、
交
通
・
通

信
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
っ
た

信
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
っ
た

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
強
靱
化
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
強
靱
化
、

災
害
に
強
い
交
通
ネ
ッ
ト

災
害
に
強
い
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
な
ど
を
推
進

ワ
ー
ク
の
構
築
な
ど
を
推
進

す
る
方
針
を
示
し
て
い
る
。

す
る
方
針
を
示
し
て
い
る
。

い
ず
れ
も
過
去
の
災
害
か

い
ず
れ
も
過
去
の
災
害
か

ら
得
た
教
訓
を
踏
ま
え
た
必

ら
得
た
教
訓
を
踏
ま
え
た
必

要
な
対
策
で
あ
る
。
新
潟
地

要
な
対
策
で
あ
る
。
新
潟
地

震
で
は
信
濃
川
に
架
か
る

震
で
は
信
濃
川
に
架
か
る

「
昭
和
大
橋
」
で
橋
脚
が
２

「
昭
和
大
橋
」
で
橋
脚
が
２

1313
水
害
」
発
生
後
に
行
わ
れ

水
害
」
発
生
後
に
行
わ
れ

た
水
害
対
策
で
は
、
上
下
流

た
水
害
対
策
で
は
、
上
下
流

部
で
延
長

部
で
延
長
3434
㎞
を
超
え
る
堤

㎞
を
超
え
る
堤

防
の
か
さ
上
げ
を
実
施
し
た

防
の
か
さ
上
げ
を
実
施
し
た

こ
と
で
、
そ
の
後
の
豪
雨
に

こ
と
で
、
そ
の
後
の
豪
雨
に

お
け
る
河
川
氾
濫
の
防
止
に

お
け
る
河
川
氾
濫
の
防
止
に

寄
与
し
た
。
悲
劇
を
繰
り
返

寄
与
し
た
。
悲
劇
を
繰
り
返

さ
な
い
た
め
に
は
、
教
訓
や

さ
な
い
た
め
に
は
、
教
訓
や

経
験
を
伝
承
し
、
来
る
べ
き

経
験
を
伝
承
し
、
来
る
べ
き

災
害
に
備
え
る
取
り
組
み
を

災
害
に
備
え
る
取
り
組
み
を

今
後
も
継
続
し
て
実
施
し
な

今
後
も
継
続
し
て
実
施
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

基
埋
没
・
傾
斜
し
、

基
埋
没
・
傾
斜
し
、
1212
ス
パ
ス
パ

ン
の
う
ち
５
ス
パ
ン
が
落
橋

ン
の
う
ち
５
ス
パ
ン
が
落
橋

し
た
。
地
震
動
で
軟
弱
な
砂

し
た
。
地
震
動
で
軟
弱
な
砂

層
が
液
状
化
し
、
支
持
力
を

層
が
液
状
化
し
、
支
持
力
を

失
っ
た
こ
と
が
原
因
で
、
こ

失
っ
た
こ
と
が
原
因
で
、
こ

の
教
訓
は
以
降
の
橋
梁
耐
震

の
教
訓
は
以
降
の
橋
梁
耐
震

技
術
の
向
上
に
大
き
く
貢
献

技
術
の
向
上
に
大
き
く
貢
献

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。ま
た
、

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。ま
た
、

新
潟
地
震
で
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

新
潟
地
震
で
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
た
液
状
化
問
題
は
、

プ
さ
れ
た
液
状
化
問
題
は
、

6060
年
の
時
を
経
て
県
内
で
も

年
の
時
を
経
て
県
内
で
も

再
び
注
目
さ
れ
、
新
潟
市
で

再
び
注
目
さ
れ
、
新
潟
市
で

は
抜
本
的
な
対
策
の
検
討
が

は
抜
本
的
な
対
策
の
検
討
が

始
ま
っ
た
。
さ
ら
に
「
７
・

始
ま
っ
た
。
さ
ら
に
「
７
・

ひ
と
た
び
大
規
模
な
災
害

ひ
と
た
び
大
規
模
な
災
害

が
発
生
す
れ
ば
「
地
域
の
守

が
発
生
す
れ
ば
「
地
域
の
守

り
手
」
で
あ
る
地
元
建
設
業

り
手
」
で
あ
る
地
元
建
設
業

者
が
、
自
ら
も
被
災
者
で
あ

者
が
、
自
ら
も
被
災
者
で
あ

り
な
が
ら
緊
急
出
動
や
応
急

り
な
が
ら
緊
急
出
動
や
応
急

対
応
に
当
た
る
。
そ
の
根
底

対
応
に
当
た
る
。
そ
の
根
底

に
は
「
地
域
の
安
全
・
安
心

に
は
「
地
域
の
安
全
・
安
心

を
支
え
る
」
と
い
う
強
い
意

を
支
え
る
」
と
い
う
強
い
意

識
が
あ
る
。
地
域
に
精
通
し

識
が
あ
る
。
地
域
に
精
通
し

た
業
者
が
存
在
す
る
こ
と
で

た
業
者
が
存
在
す
る
こ
と
で

地
震
や
水
害
発
生
時
に
は
素

地
震
や
水
害
発
生
時
に
は
素

早
い
初
動
対
応
が
行
え
、
早

早
い
初
動
対
応
が
行
え
、
早

期
の
復
旧
に
つ
な
が
る
。
ま

期
の
復
旧
に
つ
な
が
る
。
ま

た
、
日
ご
ろ
か
ら
異
常
を
発

た
、
日
ご
ろ
か
ら
異
常
を
発

見
す
る
こ
と
で
重
大
な
事
態

見
す
る
こ
と
で
重
大
な
事
態

を
未
然
に
回
避
す
る
こ
と
も

を
未
然
に
回
避
す
る
こ
と
も

で
き
る
。
建
設
業
・
建
設
関

で
き
る
。
建
設
業
・
建
設
関

連
業
団
体
で
は
、
最
近
は
地

連
業
団
体
で
は
、
最
近
は
地

元
だ
け
で
な
く
近
県
な
ど
か

元
だ
け
で
な
く
近
県
な
ど
か

ら
の
応
援
要
請
を
受
け
て
会

ら
の
応
援
要
請
を
受
け
て
会

員
を
派
遣
す
る
動
き
が
増
え

員
を
派
遣
す
る
動
き
が
増
え

て
き
た
。
い
ず
れ
も
長
期
的

て
き
た
。
い
ず
れ
も
長
期
的

な
視
点
で
自
ら
抱
え
る
仕
事

な
視
点
で
自
ら
抱
え
る
仕
事

も
行
い
つ
つ
息
の
長
い
復

も
行
い
つ
つ
息
の
長
い
復

旧
・
復
興
支
援
に
取
り
組
む

旧
・
復
興
支
援
に
取
り
組
む

意
向
だ
。

意
向
だ
。

と
は
い
え
「
地
域
の
守
り

と
は
い
え
「
地
域
の
守
り

手
」
が
存
在
す
る
こ
と
は
、

手
」
が
存
在
す
る
こ
と
は
、

当
た
り
前
の
光
景
で
は
な

当
た
り
前
の
光
景
で
は
な

い
。
本
年
３
月
末
時
点
に
お

い
。
本
年
３
月
末
時
点
に
お

け
る
県
内
の
建
設
業
許
可
業

け
る
県
内
の
建
設
業
許
可
業

者
数
は
９
３
７
１
社
。
今
か

者
数
は
９
３
７
１
社
。
今
か

らら
2020
年
前
の

年
前
の
0505
年
３
月
末
時

年
３
月
末
時

点
と
比
較
す
る
と
、
順
位
こ

点
と
比
較
す
る
と
、
順
位
こ

そ
全
国

そ
全
国
1414
位
で
変
わ
ら
な
い

位
で
変
わ
ら
な
い

が
、
２
６
６
６
社
も
減
っ
て

が
、
２
６
６
６
社
も
減
っ
て

い
る
。
昨
年
成
立
し
た
国
土

い
る
。
昨
年
成
立
し
た
国
土

強
靱
化
基
本
法（
一
部
改
正
）

強
靱
化
基
本
法（
一
部
改
正
）

お
よ
び
政
府
が
閣
議
決
定
し

お
よ
び
政
府
が
閣
議
決
定
し

た
新
た
な
国
土
強
靱
化
基
本

た
新
た
な
国
土
強
靱
化
基
本

計
画
に
基
づ
き
、
実
施
中
期

計
画
に
基
づ
き
、
実
施
中
期

計
画
が
策
定
さ
れ
、
中
長
期

計
画
が
策
定
さ
れ
、
中
長
期

的
か
つ
明
確
な
見
通
し
の
下

的
か
つ
明
確
な
見
通
し
の
下

で
継
続
・
安
定
し
た
予
算
確

で
継
続
・
安
定
し
た
予
算
確

保
の
裏
付
け
が
で
き
た
と
し

保
の
裏
付
け
が
で
き
た
と
し

て
も
、
そ
の
担
い
手
で
あ
る

て
も
、
そ
の
担
い
手
で
あ
る

建
設
業
者
が
存
在
し
な
け
れ

建
設
業
者
が
存
在
し
な
け
れ

ば
、
全
て
は
絵
に
描
い
た
餅

ば
、
全
て
は
絵
に
描
い
た
餅

に
な
っ
て
し
ま
う
。

に
な
っ
て
し
ま
う
。

担
い
手
確
保
、
生
産
性
向

担
い
手
確
保
、
生
産
性
向

上
、
地
域
に
お
け
る
対
応
力

上
、
地
域
に
お
け
る
対
応
力

強
化
を
目
的
と
す
る
第
三

強
化
を
目
的
と
す
る
第
三

次
・
担
い
手
３
法
が
６
月
に

次
・
担
い
手
３
法
が
６
月
に

成
立
し
た
。
公
共
工
事
品
確

成
立
し
た
。
公
共
工
事
品
確

法
の
改
正
で
は
、
地
域
建
設

法
の
改
正
で
は
、
地
域
建
設

業
等
の
維
持
に
向
け
た
環
境

業
等
の
維
持
に
向
け
た
環
境

整
備
と
し
て
、
適
切
な
入
札

整
備
と
し
て
、
適
切
な
入
札

条
件
等
で
の
発
注
の
推
進
、

条
件
等
で
の
発
注
の
推
進
、

災
害
対
応
力
の
強
化
が
明
確

災
害
対
応
力
の
強
化
が
明
確

に
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、

に
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、

こ
れ
か
ら
は
実
効
性
が
問
わ

こ
れ
か
ら
は
実
効
性
が
問
わ

れ
る
こ
と
に
な
る
。

れ
る
こ
と
に
な
る
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
急
速
な
発
展
・

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
急
速
な
発
展
・

浸
透
に
伴
い
、
誰
も
が
簡
単

浸
透
に
伴
い
、
誰
も
が
簡
単

に
情
報
を
発
信
で
き
る
時
代

に
情
報
を
発
信
で
き
る
時
代

に
な
る
中
で
、
災
害
発
生
時

に
な
る
中
で
、
災
害
発
生
時

に
、
い
ち
早
く
現
場
に
駆
け

に
、
い
ち
早
く
現
場
に
駆
け

付
け
、
懸
命
に
復
旧
活
動
を

付
け
、
懸
命
に
復
旧
活
動
を

行
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

行
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
建
設
業
・
建
設
関
連
業

ず
、
建
設
業
・
建
設
関
連
業

者
の
活
動
が
広
く
報
道
さ
れ

者
の
活
動
が
広
く
報
道
さ
れ

な
い
状
況
は
依
然
と
し
て
変

な
い
状
況
は
依
然
と
し
て
変

１
月
の
能
登
半
島
地
震
で

１
月
の
能
登
半
島
地
震
で

は
、
新
潟
県
や
石
川
県
を
は

は
、
新
潟
県
や
石
川
県
を
は

じ
め
と
す
る
６
県
で
最
大
約

じ
め
と
す
る
６
県
で
最
大
約

1414
万
戸
の
断
水
が
発
生
す
る

万
戸
の
断
水
が
発
生
す
る

な
ど
、
上
下
水
道
施
設
に
甚

な
ど
、
上
下
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。
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っ

い
た
も
の
の
、
未
実
施
だ
っ

た
基
幹
施
設
で
被
害
が
生
じ

た
基
幹
施
設
で
被
害
が
生
じ

た
こ
と
に
よ
り
、
広
範
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迎
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。
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地域の安心･安全を守り

防災・減災の備え万全に防災・減災の備え万全に

支部長　　髙橋　　猛

〒  950-0965 新潟市中央区新光町６番地１
（興和ビル８階）

TEL(025)281-1510  FAX(025)281-1507
E-mail:jk-niigata@an.wakwak.com   

一般社団法人

 斜 面 防 災 対 策 技 術 協 会
　　　　　　　　　　新潟支部

・旭調査設計㈱

・応用地質㈱北信越事務所

・川崎地質㈱北陸支店

・㈱キタック

・基礎地盤コンサルタンツ㈱北陸支店

・㈱興　和

・国土防災技術㈱新潟支店

・サンコーコンサルタント㈱北陸支店

・㈱新協地質

・㈱新研基礎コンサルタント

・大日本ダイヤコンサルタント㈱新潟支店

・中央開発㈱北陸支店

・東邦地水㈱新潟営業所

・㈱東京ソイルリサーチ新潟営業所

・㈱日さく新潟支店

・日特建設㈱北陸支店

・日本基礎技術㈱新潟営業所

・日本物理探鑛㈱北陸支店

・㈱村尾技建

・明治コンサルタント㈱北陸支店

新潟市中央区新島町通一ノ町1977番地２
　　　　　　　　　　　ロイヤル礎406
電話（０２５）２２５－８３６０

一般社団法人

新潟県地質調査業協会

支 部 長 木村　淳二
副支部長 池田　恭二　副支部長 ⻆野淳一郎
副支部長 冨永　　正　副支部長 荒明　正紀
副支部長 安西　忠信 　　　　　　　　　　

〒950-0965 新潟市中央区新光町６番地１
　　　　　　　　　　　　　　（興和ビル７階)

TEL025(285)8886 ㈹　FAX025(285)8884

確かなものを 地球と未来に

北陸支部

▼
に
い
が
た
▲

教
訓
・
経
験
を
伝
承
せ
よ

災
害
対
応
力
の
強
化
へ

新潟市中央区の信濃川に架かる「昭和大橋」のたもとには落橋時の写真
があり、当時の被害状況の大きさを物語っている（2013年撮影）

石
川
県
内
で
の
復
旧
支
援
に
尽
力

 

（
新
潟
県
建
設
業
協
会
提
供
）

上
下
水
道
対
策
が
新
局
面

震災でマンホールが隆起（新潟市西区）


